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 あ　と　が　き 編集顧問

　大和田健次郎

　佐々木 好 久

　曽 田 豊 二

　坂 井  　真

　竹 中  　洋

編集委員

　八 木 聰 明

　吉 原 俊 雄

　丹 生 健 一

　以前にも編集後記で書いたことがありますが，本誌の編集委員が以前は 4 人，
比較的最近は 3 人ですが，いずれにせよおのおのの編集委員が順番に編集後記を
担当すると，最初に 1 月を担当した小生が変わらずに 1 月を担当することにな
り，現在まで続いています。でも，ようやくその役割が終わろうとしています。
小生が本誌の編集を初めて担当したのが 1989 年 5 月ですので，編集委員として
既に 20 年以上が経過しました。おそらく，最長期間を務めた編集委員ではない
かと思います。本年 3 月末で大学を定年退職することになり，ようやく本誌の編
集委員を卒業することができます。長い間，本当にありがとう存じました。
　小生が本誌編集委員に加えていただいてから，多くの優秀な編集委員の方々と
仕事をすることができました。故古内一郎先生，佐々木好久先生，坂井眞先生，
高橋廣臣先生，故小田 恂先生，それに最近までご一緒だった竹中 洋先生です。
また，この間に本誌の編集を担当された医学書院の方々にも深く感謝しています。
　さて，医学書院の金原 優社長に本誌に関するお願いをして，最後の編集後記と
したいと思います。このことに関しては，以前（第 79 巻 4 号）の編集後記でも
以下のように述べました。
　『本邦では，優れた症例報告が本誌をはじめ，他の耳鼻咽喉科関係雑誌に掲載さ
れています。しかし，これらは残念ながら主として日本の耳鼻咽喉科医のみが知
るところであり，諸外国では全く認知されていません。もちろん，すべての症例
報告を英文雑誌に発表する必要はありませんが，世界に発信してよい内容の症例
報告も少なくないと思います。そこで，これらの優れた症例報告を，本誌の英語
版というべき雑誌を新たに刊行し，世界に発信したらどうかというアイデアがあ
ります。わざわざ，そのような面倒なことはせずに，既存の英文誌，例えば，
Acta Oto-laryngologica や Laryngoscope，あるいは Annals of Otology Rhinology & 
Laryngology などに投稿すればよいのではないかという意見もあると思います。
しかし，しばしばこれらの雑誌では，当然のことかも知れませんが，その受領
（掲載）は公平とはいいながら，自国あるいは関係国からの投稿論文には甘く，外
国からの投稿には辛いのが一般的です。特に，英語を母国語としない日本人には
なかなかハードルが高いのが現状です。また，同時にその投稿先を外国雑誌にの
み頼っているのは，文明国，科学大国の日本としては寂しい限りです。』
　ということで，医学書院発の『耳喉頭頸』の新たな英文誌をぜひ発行していた
だきたいというものです。 （八木　聰明）
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